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（論文審査の要旨） 
 
ミトコンドリア DNA 5178 C/A 多型については、A 型の頻度が一般集団に比較して百寿者
で高いこと、C 型の人は A 型の人に比べ 2 型糖尿病、心筋梗塞、脳血管疾患などを発症し
やすいことが報告されている。本研究では、本 C/A 多型における加齢と腎機能との関係を
検討した。  
1999 年から 2000 年に水戸赤十字病院の人間ドックを受検した 602 名のうち、女性、糖尿
病患者、データに欠損がある人を除く男性 404 名（53.9±7.8 歳）を解析の対象とした。単
回帰分析では、両遺伝子型ともに年齢区分（50 歳未満、50－59 歳、60 歳以上）と推算糸
球体濾過量（eGFR）の間に有意な負の関連を認めたが、喫煙習慣、飲酒習慣などを共変量
として重回帰分析を行ったところ、C 型のみ年齢区分と eGFR の間に有意な負の関連を認
めた。ロジスティック回帰分析では、腎機能低下を 90 mL/min/1.73m2 未満と定義した場
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